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鶉胚，初期の組織化学的研究
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　実験発生学の立場より，発生分化の過程を知

るには，各胚域について，その分化能，誘導能

という形態形成の分野を研究するばかりでな

く，生化学的乃至は生物理学的にも研究する必

要：がある・初期発生のMorphogeneslsに関して

は，既に山田1）が両棲類を材料として実験癸生

学的論拠を重複ポテンシアル論を以て読明して

いる．しかし，形態学的分化と相互因果関係に

言

ある生化学的分化の機序に関してぽ，甚だ知ら

れている所が少ないので，胚域を構成する基礎

物質の分布，並びに分化に件う基質の転換，叉

その基質転換に対応する酵素系の展開等を私

は，正常難胚について系統的に組織化学的検索

を行った．その結果，形態に則しての基質並び

に転換状態に時間的，室聞的の秩序性を見出し

たので，とれを取纏めて発表することにしπ．

第　1篇

実験材料並びにその時間的関係

　実験に使用した材料は難胚であって，艀卵開始後24

時闇より，30，36，42，48，54，60，72時間の8段階

に分けた材料である．その発生過程は，既に発表され

ている「家難発生学」2）及びその他の論文を基準とし

た．

　　　実験記載に使用した胚域の略号

　略　号　　胚域亜びに分化器官

　EcL　I　神経管系外胚葉て，脳脊髄．蓮動性脳肺

　　　　　経及び脊髄神経．下垂体後葉．松果体．

　　　　　眼盃に分化する．

　耳ct・1【瀞経冠系外胚葉を指し，色素性細胞．副

　　　　　腎髄質．交感神経．感覚性脳及び脊髄紳

　　　　　経に分化する．

Ect・III表皮性外胚葉・これより表皮・口腔上皮・

　　　　嗅上皮．歯．下垂体前葉・水晶体・内耳・

Mes・0　脊索．

Mes．　1　申胚葉節系申胚葉．骨節より脊椎，筋節

　　　　より横絃筋，皮節より眞皮に分化する．

Mes・1工腎節系中胚葉．前腎，原腎，後腎，尿生

　　　　殖：器の一・部となる．

Mes・III側枝系中胚葉．造血管及び血液組織．心

　　　　臓に分化する．

End・　　内胚葉．軽挙．肺．甲朕腺・胸腺・中耳・

　　　　浦化管．肝．膵・尿嚢・膀胱に分化する・

組織化学的観察に必要な略号
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略　号　　　程　度、

1）（一）……陰　　性

2）　（一7・）　一・…　痕　　　跡

3）（山）……微弱陽性

4）　（÷）　一・…　易易陽1金生

文

1）山田常雄：新しい生性学，日本科学杜，（昭

24）・　　2）尾持昌次：家山発生学，克誠堂，

（昭16）．　　　3）池田吉人3医学と生物学，．

第6巻6号，（昭19）．　　4）津崎牽直：人体

発生学，日本医書出版，（昭15）．　　5）池田吉

略　号　　　程　度

5）、（十）　・　…　陽　　　 Ik生

6）（十）……陽性なるも強陽性となすにはなお足ら

　　　　　ざるもの．
7）　（十十）　・・・…　弓量　陽　・性

献

人・新島遽夫：入体発生学，日本医書出版，（昭

23）．　　6）横尾安夫3入体の発生，吐鳳堂・

（昭25）．　　　7）8radley　M．　Patten：　：Early

embryology　of　the　chick　1952：Newyork．

第2篇　各 論

第1章アミノ酸類について

　難卵について各種アミノ酸類が分離されてい

るが，胚葉において，その代表的なものを組織

化学的に検索した結果，各胚域，各時期におい

て，量的に一定の勾配を認め得たので6節に分

けて報告するとととした．

　第1節　チステイン及びチスチンについて

　チステイン（S－H）及びチスチン（S－S）は，

大原，：倉田（1947）3）により硫化鉛反応を応用

した組織化学的証明法がある．ヒこではそれに

従った．

　　　実験成績

　実験成績は第1表の如くであるが詳述すオ・ば

　　　　　　　　（第1表）

CYδ†臼N』CY5TINE
@　　　4　05G　2　　51十〇 “2

Ec一「

卜1ES。

EN 一

　　　Ect．　1

　30時聞より36時間にかげて脳室ρ基底板に認

められるようになる．しかし，その他胴部，尾

部等の未発達の胚域には認められないで，時闇

の経過と共に尾側に向って反応が進んで来る．

主に脳室部で観察して：行くならば，42時間で

（÷），60時閥で（十）となり，72時聞には（十）

と増加して行く，72時間迄には脊髄の胴部及び

尾部も（＋）程度に反応が増加して行く．即ち，

祠軽四をなす時期及び，未だ祠玉経講の歌態にあ

る胚域では反応を認めるヒとが出来ない．叉脊

髄では，その基底部に多く，翼板及び蓋板には

少ない．なお眼盃の原基では42時間には明瞭と

なり，脳部と同一の増加傾向を示す．

　　　Ect．　II

　前述の祠1経管の蓋板に反応が少ないのと同檬

に42時間頃より僅かに，認められ，大体祠1経管と

同檬の増加傾向を示して，72時間には（＋）と

なる．しかしEct．　IIより分化する結締織には

比較的多く認められる．

　　　Ect．　III

　初期より殆んど反応を認めないが，36時聞以

降より微に認めら，れる程度であって，72時間頃

の鮒裂の部分は（⊥）程度である．その他聴窩，

下垂体及び嗅窩等においては，夫々発現当初よ
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りEct．1と同程度の反応を認め，72時聞には

水晶体（十），聴嚢（＋），下垂体（＋），嗅窩

（十）の反応を認める．

　　　Mes．　0

　36時聞頃より微かに反応を認め，示申経管と同

様の増加を認めるが，60時間以降（÷）となっ

ている．しかし，72時間では尾側も（÷）程度

に増力口してV・る．

　　　Mes．　1

　42時聞頃体節腔に面した細胞に認められ，

（マ〉程度のものであるが，次第に強くなり，

60時間迄に（十）となる．との時期には皮骨，

筋板よりも壁板に反応が張く出るようである．

　　　Mes．　II

　非常に下れて認められ，60時間以降，原腎及

び原腎管が認められる時期に（∴）となって，

その後次第に彊くなる傾向がある．

　　　Mes．　III

　42時闇頃，血管壁がある程度発達してから認

められるが，（〒）程度である．54時闇では（∴）

となり，60時間には（十）と増加する．心臓内

被細胞は，大体血管内被細胞と同一の傾向を以

て増加する．心筋は，30時聞より（マ）である

が，72時間には（十）である．血球の反応は血

管申に遊離しているものでは（÷）である．

　　　：End．

　前腸部では42時聞に反応が微かに認められ，

48時聞で（∴）と増加し，60時間以降は（十）

となってVYる．肺原基，肝原基では前腸と反応

が：雫行ずる。

　　　　第2節チロジンについて

　チロジンは難胚において他のアミノ酸類と梢

ζ異なった勾配を：有し，下記の如き方法で証明

した．

　　　証明法
　その固定には中性フォルマリンを使用し，パ

ラフィン包埋10μ切片とした．次に70％アル

コールに2％の割にα一Nitroso一β一Naphtholを

溶解したる溶液を脱パラした標本上に滴下しつ

つ火陸上に遠くかざし，2～3分程入念に加温

する．未，標本が湿っている程度で30％HNO

を一滴宛加えると赤色に反応する．標本はその

まま短時間に検鏡する．

　　　観　　察

　第2表の如くであるが，次の如く詳述する、

　　　Ect．　1

　その発生の初期より（十）であって，増加の

傾向があり，36時間で（＋）となり，60時聞以

降では（什）となっている．叉，頭部及び尾側

に発育の遅速を認める．

（第2表）

　　　Ect．　II

　初期の剃1経冠の時期にはEct．1よりも多い

が，36時間頃にはEct．1と同程度となる．紳

経節原基ではEct．1が彊い反応を示す．

　　　Ect．　III

　初期には（÷）であって，48時聞頃細胞聞に

室胞を生する頃より（∴）と減少し，72時間に

（マ）と殆んど認められない．なお覗器，嘉器，

下垂体及び六器ではその分化の初期より（什）

であって，強い反応を呈している．

　　　Mes．　0

　初期には（＋）であるが，54時闇頃より頭側

より次第に細胞が室胞状になり，反応も弱く，

次第に尾側に達して，72時闇には（∴）と減少

して行く．

　　　Mes．　1
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　初期より（÷）であって，48時聞以降，筋板

と皮板とが明瞭に区別され，筋板では増加を認

めないで，皮板の底部では（十）と増加してい

る．60時間頃では更に筋板及び野板の部分が

（＋）と増加して行く，一方，皮板では細胞が

Ect．　IIIに向って分散するため，増加を認めな

v、．

　　　Mes．　II

　初期にはMes・1と同様（÷）であって，原

節茎より全く分離するようになると（＋）と増

加し，φ0時闇頃原腎管に認め得る反応は（十）

と張くなっている．

　　　Mes．　III

　初期の血管系は，その細胞が非常に原形質の

少なV・細長い内被細胞であるためか，反応が弱

く，（∴）であるが，36時聞以降，血管壁の発

達と共に（÷）と増加し，48時間以降では（十）

である．なお・心筋部におや・ては：，その構成の初

期より（＋）であって，切継反応を呈している，

　　　End．

　初期の前腸では（÷）で，漸増して72時間迄

には：（＋）となる．忌明及び肺原基でも同様で

ある．卵黄嚢をなす内胚葉系被膜部は，とれよ

りも遙かに反応が弱い・．

　　　第3笛　　トリプトフアンについて

　トリプトフアンの検出はEhrlich反応に従っ

た．反応部は紫紅色を呈し，短時間に検鏡する

必要がある．

　　　実験成績

　第3表の如き実験成績であるが，下記の如く

詳述する．

　　　Ect．　1

　初期より（十）であって，72時聞迄増滅を認

めな叉へ而も，頭部及び胴尾部におV・てもその

差を認めなV・．

　　　Ect．　II

　初期にはEct．1との差を認めないが，48時

聞頃より梢ζ減少を認め（÷）となっている．

即ち，緯圏節原基の部分では脊髄：よりも明瞭な

差を認める．

（第3表）

TRYPTOPHAN
Ecエ

　　　Ect．　III

　初期より非常に少なく（∴）であって，54時

聞頃細胞が疎になるに従い減じて（〒）となっ

ている．しかし，硯器，聴器，下垂体及び明器

では反応が彊く（十）であって　Ect．1との差

を認めない．

　　　Mes．　0

　初期より比較的に少なく，（÷）であるが，

48時聞以降，脊索細胞の退行につれて54時間に

は（∴），ク2時間には（マ）と減少し殆んど認め

られなくなる．

　　　Mes．　1

　原節を形成する頃よりMes．0と同程度で

あって・後に皮筋板が明確になると，その音粉

が（÷）となり，一方，椎板は（∴）に減少す

る・その後，60時聞に皮板，筋板の区分が完成

すると皮板は筋板より謡い反応を呈する．しか

し，全般としては初期より増減を認めない．

　　　Mes、　II

　原節茎に認められるMes．　IIの細胞群は，

（÷）であって，後に発生する原腎管において

も同様の反応を認め，全般的には変化を認めな
い・．

　　　Mes．　III

初期の血管丁丁細胞は非常に非薄で（∴）の

反応を呈するが48時閻以降では管壁が厚くなる
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ため，：噌加して（÷）となって：V・る．心筋は30

時闇頃心臓外膜の発達と共に（∴）に減少する・

叉血球は（÷）の反応を示している．

　　　End。

　前腸は特別の増減を認めす終始（÷）であっ

て肝原基，肺原基も同様である．しかし，卵黄

嚢を被う内胚葉の部分は，これより反応は軽微

である．

　」　第4節　ヒスチヂンについて

　ヒれはイミダゾ・一ル核を有するため，組織化

学的証明法としては，Diazo反応が用いられ，

反応部には紅色の美麗な着色を認める．

　　　観　　察

　別表第4表の如き結果で，後述のアルギニン

と同檬の傾向であった．

　　　Ec亡．　1

　最初より強く反応して，72時聞迄変化を認め

ない．脊髄では大体翼板及び壁板の部分に多く

（十）の程度である，

　　　Ect．　II

　初期には（続）で彊く識別が出来るが，42時

間より減少して，148時聞には（＋十）となってい

る．叉60時間の祠工経節原基では，（十）である

が，Ect．　IIより派生する結締織細胞では一暦

反応が減弱して認められる．

　　　Ect．　III

　原節の背部で，（十）であるが，48時闇を堺

に減少して，72時間には（∴）となる．なお頭

部及び鮒裂等の部分では（十）である．その水

晶体，・開炉，下垂休，川開等の被誘導部は張V・

反応を呈し，（＋）である．

　　　Mes．　0

　24時闇ではEct。1同様に（十）であるが，

Mes．0の退行i生変化と併行して減少じ，54時

間の胴部では，（十）となり，72時間では（÷）

となって行く．しかし，54時間頃の尾側では，

その変化が逞れているが，72時間には尾側迄室

外1伏に1認められる．

　　　Mes．　1

最初の原節は，（十）であって，48時聞頃，

筋板は（→りであって，皮板は，それより梢ζ

減少して認められる．叉72時間には椎板が（＋）

程度の反応を示し，祠懸管及び脊索を囲縫する

ようになる．

　　　Mes．　II

　24時三軍の原節茎及び前腎管，更に72時聞頃

の原腎管に到る迄（＋）程度の反応を示す．

　　　　　　　　（第4表）

、H16TIDINピ

ECT．

　　　Mes．　III

　体内血管系においては，初期の血管壁は反応

が少なく（＋）である．42時聞以降より血管壁

の発達と共に増加して（十）となる．ごれは心

臓の内被細胞の反応と亭写している．心臓の筋

暦は，30時間頃より（十）であって増減を認め

ない．体外血潮に属する部位では初期より反応

が軽微である．

　　　End．

　前腸で観察すると，初期より（→二）であって，

その後，肝及び肺原基等でも（＋）である。し

かし，腸溝以外の卵嚢を被う内胚葉は，ヒれよ

り少ない．

　　　　第5節　アルギニンについて

　アルギニンは坂口氏反応を呈するため，大

原，倉田の組織化学的証明法がある．こ～二では

それを使用した．

　　　実験成績

　実験成績は第5表の如くである．
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　　　Ect．　1

初期より72時間迄増減なく（＋）である．而

も，その存在に溝長は認められない。

　　　　　　　　（第5表）

　　　Ect．　II

　初期の榊経冠をなす頃は強く（十）であるが，

48時間以降，次第に両側へ分散し，紳経節原基

となる頃には，（＋）と梢ミ減少を示すように

なる．叉これより分派する結締織性細胞にも同

程度に認められる．

　　　Ect．　IH

　原節を被う部分で観察すれば，24時間頃（＋）

であって，細胞内に充実して認められるが，48

時間以降では細胞間が疎となり，細胞も少な・く

（÷）と減少し，60時間では（∴）と漸減を示す

ものである．叉，覗器，i聴器，下垂体及び嗅器

では，その分化の初期より（一のであって増減

を認めなV・．

　　　Mes．　1、

　初期の原節では（十）であるが，42時間頃皮

板及び筋板に分化し，糟減を認めないが，紳経

管及び脊索を囲馴する椎板の部分では梢ζ少な

く，（十）である．

　　　Mes．　II

　原節に認められる前腎では（十）であって，

原腎管の時期においても増減を認めない．

　　　Mes．　III

　血管系を観察するに，初期には（＋）である

が，血管壁に蔚いては42時間頃より，管壁が発

達し（→二）と増加する，内被細胞である心内膜

にお・いては，全くヒれと準行する．心筋は30時

間頃より既に（十）であって，増減を認めない．

　　　：End．

　前回腔に面する部分に多く，（＋）である．

とれは72時聞迄変化を認めなV・．肝及び肺原基

も（＋）である．なお卵黄嚢を被う内胚葉系で

は，とれより遙かに少ない．叉一番外側にある

漿膜は非常に強い反応を呈する．

　　　第6節　塩基性アミノ酸について

　組織化学的証明法として大原は一定pH域で

Tropeo】in－0が塩基性アミノ酸と結合する～二と

を応用している．今それに従って，各胚域の検

出を行った．

　　　実験成績

　下図第6表の如き結果であって，各胚域は，

即ち，

　　　　　　　　（第6表）

BASIc　Aト11NO－ACゆ

Ecτ

ENP．

　　　Ect．　1

　初期より極めて多量に認められ（十）である

が，72時闇迄，変化を認めない．その存在は，

脊髄では翼板に多く，且つ48時聞以降脊髄の縁

帯におV・て減少する．

　　　Ect．　II

　初期紳i経冠の時期に多く，（十）であってEct．
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「より張く染色されるが，48時間以降，（＋）と

なる．しかし，60時間以降でも，それ以上に減

少しないが，とれより分派する結締織性細胞の

部分では多少減少を認める．

　　　Ect．　III

　紳経閉に近い部分では，比較的に多いが，原

節の部分では（＋）である．とれは48時聞迄は

大体増減を認めないで，その後減少して（÷）

となり，60時間では（∴）と減少する．しかし，

一方水晶体，臆窩，下垂体，嗅窩及び鰐裂等で

は（ギ）である．

　　　Mes．　0

　初期より42時間迄，（十）であるが，48時闇

頃，胴部におV・て申心部を残して周囲より減少

する，そして脊索は室胞歌叉は網状の観を呈す

る．

　　　Mes．　1

　初期の原節は（＋）であって，42時闇頃皮筋

板と椎板が分化すると，椎板が（＋）と梢ヒ減

少して行き，60時間頃には筋板のみが（十）で

ある．県勢は（十）と減少して行く．

文

1）市原硬：蛋自質及びアミノ酸の生化学（昭

23）．　　　2）丸外毛二：十全会雑誌・41，1，

P－327（昭11）・　　　　3）大原実・倉田自章：

Saiensu　1．　P－87（1947）．　　4）森1嚢3組織

化学の理論と方法：P－81（昭23）・　5）Romeis，

：B3Taschenbuch　der　M11（roscopisclle　Technik

（1932）．　　　　　6）田〔enk，　M：．　T．　H，　K：ossler，

K：．Kl．：　∫．　Bio1．　chem739．　P－497（1919）．

7）R．KagUe卜Ad豆er，】3ioch，　Zeitsch，　：Bd．，

264P－131（1933）．　　8）林学＝大阪医事新

誌5・2・P－81（昭9）・　　　9）瀬良好太：大

阪医学会雑誌38・6・：P－1045（昭14）・　　　10）

］Brunswik，　B：　Z．　physio1．　chem，127．　P－

268（1923）・　　　11）大原実。倉田自章言医

学と生物学15・6・：P－345（昭24）・　　　　12）

　　　Mes．　II

原節茎に前腎管の細胞を認める時期より，彊

く染色され，72時間迄（十）の程度に認められ，

増減を認めない．

　　　Mes．　III

　体内血管系を観察するに，初期においては，

その染色も弱く，周囲の間質細胞との識別が困

難である．42時間を経過すると野臥も明瞭で

（十）となり，それ以後増加を認めない．心臓

の内被細胞も大体これと準行する．心筋におい

ては30時闇以降で（十）である．体外血島は初

期より（＋）であって増減を認めな＼へ血球は

初期には体外血島の前壁に附着して認められ

（十）であるが，体内血管中においても（十）に

認められる．

　　　End．

　前門はその形成時より（＋）であって，変化

なく肝原基及び肺原基においても同檬である．

　なお・尾芽の部分では細胞は非常に疎であり，

且つ，染色程度も弱く（＋）に認める程度であ

る．

献

Samuro　Kakiuc血i：J．　of：Bioch（∫ap）5・P－

25（1925）．　　　13）Amold，　A．悶，　L皿ck，」．

班：　J．Biol　chem，99．　P－677（1933）・

14）門田正男：」．Med．　Sciens　IH・：Biophysics，

（Jap）6・P－147（1940）・　　　15）稲富熊雄i：

」．Med．　Sciens　nL：Biophysics，σap）1．4．

：P－135（1930）・　　　　16）大原実。倉田自章3

医学と生物学11．6・P－344（1947）・　　　17）

藤田秋治・沼田勇：東京医事新誌3098号：P－

2271（1938）・　　　　18）Lug9，　J．　W・H3

：Bioch．　L　27．　P－668（1933）．　　　19）Prunty，

F．T．　G　：　：Bioch・∫。27・　P－387　（1933）・

20）奥田譲・片井喜太郎3　日本農芸化学会雑誌

3．　P－1097　（1927）．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2章RNAについて

難胚のRNAとDNAとの関係を今，　Unna　　の方法で組織化学的に検索し疫が，　DNAはあ
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まり特長がなく，RNAは一定の勾配を示した

ので，ヒれを報告することにした．

　　　観　　察

　綜合的成績は附表第7表の如くである．

　　　Ect．　1

　紳経板及び祠軽溝をなす時期では（→二）であ

る．この時期にはEct・Hに；接する部分及び

上外縁部に特に著明であり，内縁底部に近く細

胞分裂が著明である．30時聞に示中経管となる頭

部は（甘）と増加して，72時間迄減少を認めな

い．叉脊髄におや、ては，54時間頃称経管の外縁

は繊維状の像が認められ，中層はDNAを多
量に有する原形質の少ない榊経：細胞によってし

められている．核分裂は，管腔の内側に接して：

多く認められた．

（第7表）

RNA
ECT．

　　　Ect．　II

　示申経冠をなす時期には（什）であって，その

まま増減を認めないが，54時間以降において

は，馬飛節原基の細胞は核が租ζ小さくなり，

繊維性の像を示し，RNAは減少する．　Ect．　II

より分派して行く結締織成分に：拾けるRNAは

更に少ない．

　　　E（t．　III

　原節を被覆する部分では，初期には（÷）で

あるが，次第にヒの細胞聞が懸疎となり，細胞

内のRNAも減少して（∴）となり，72時間に

は（マ）である．聴窩，水晶体板，嗅窩等の

RNAは，外測に多く下垂体嚢では腔に面して

認められ，何れも（丹）であるが，時間と共に

減少して72時間頃，には（十）である．

　　　Mes．　0

　初期には細胞は周辺部に配列し，核のDNA

も多く且つ，RNAは中心部に（＋）である．

しかし，48時年頃は，細胞聞に室隙が出来，原

形質内のRNAは減少して，60時間以降では原

形質が少なくなり，RNAは（山）となり，72

時間には（7）と減少する．～二の頃はMes　O

は全く団歌に認められる．

　　　Mes．　1

　24時闇頃の原節では非常にRNAの多い細胞

及び少なV・細胞が混合するが，大体原節腔の内

腹側壁は，RNAが多く　（十）である．：筋板は，

RNAの多い円形細胞が密集していて（＋）と

増加している．皮板は円柱1伏細胞よりなり大

きな核申にDNAが多量に存在する．叉筋板に

接する底部には，RNAが非常に多く認められ

る．～二のように筋板と皮板のRNAとDNAと

の関係は特殊である．筋板は一般にDNAの少

ない細胞学であって時間の経過と共に細胞が長

くなり，54時聞以降では繊維歌となるが，RNA

の増減は認められない．皮板は頭側において72

時聞頃，次第にEct．111に向って多層となり，

分散して行きEct．　IIIに近い細胞程RNAは

減少するが底部をなす細胞のR：NA及びDNA

は増減を認めない．椎板の細胞はMes．0及び

Ect．1に近い程RNA及びDNAが多く，内
側では大体（＋）である．

　　　Mes．　II

　24時聞頃の原節茎では（÷）であって，その

程度はMes．1及び側板よ蛎臥少ない．しか

し，30時間以降，管腔を形成する頃には（＋）

と増加し，RNAは微細な穎粒歌となって認め

られるが，増減を示さない．48時間頃の原腎に

おいても増加を認めない．しかし，60時間頃原

腎管の細胞核は外側縁に配列するようになり，

管腔に面してRNAが増加する．
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　　　ハles．　　111

　胚内埋門系より発生する血管壁は一州の薄い

細胞壁であって，RNAは（∴）程度に認めら

れ，核も扁卒でDNAは少なく，仁も認め難

い．30時聞になると血島は細胞数の増加と，原

形質の増加を認め，RNAは（÷）となる。36

時間には核も円形となり，核の周辺にRNAが

増加するが，それ以降（＋）程度で増減を来た

さない．一方胚内の未発達な血管壁では非常に

RNAが少ない．心内被細胞は，大体背側動脈，

中心動脈と発達が平行している．心臓壁は30時

聞頃，その形態を認め，既に（＋）である．核

は円形で明瞭であるが1仁は不鮮明である．

DNAは比較的に少なく，時間の経過と共に減

少するが，RNAは不変である．叉，胚外血島

においては，24時間頃，腔壁は一暦の細胞より

なっていて，R：NAは少ないが，比較的核は明

瞭で，且つ，大きV・．叉，腔内の血球原基は明

瞭な核を有する円形の細胞群で，RNAは（＋）

である．その後，血球が血管内に認められる時

も不変で，DNAも多量に核内に認められる．

　　　End．

　初期に祠1経核の底部をなす頃は，細胞は一書

で，R：NAは（∴）であるが．前帯を形成する

部分では，細胞は円柱歌となり，腹側壁の細胞

にはRNAが多量に認められ（÷）である．し

かし，42時間になると前腸腔は円筒歌となり，

細胞も短円柱：歌となってRNAは増加して：（十）

となる．その後72時間迄変化は認められな＼へ

肺及び肝原基では共に（＋）で核はあまり明瞭

でない・．

　以上よりRNAの最も多量に存在する部分
は：，Ect．1であって，次第に腹側へとRNAは：

減少している模様である．とれは難胚が何より

も貯藏蛋白に富み，成長と形態形成が著しい時

期に，これを利用して新蛋白形成が行われるた

めRNAの増加が著明であり，発生の後期にな

って成長と分化が綾慢になるとRNAの増加も

綾慢となるものと思考される．

文

1）江上不二夫2核酸及び核蛋白質上・下，共

立，（昭26）．　　　2）市川牧・圭村勢：医学

と生物学19・4・P－217（昭26）・　　3）柴谷野

獣

弘3科学20・6・：P－254（1950）・　　4）湯浅

明3生物学の進歩第2輯，共立，（昭19），

第3章　ヒョリン檬物質について

　難胚におけるヒョリン様物質の研究には，全

く広瀬の方法を踏襲した．

　　　実験成績

　実験成績は別表第8表の如くであるが詳述す

れば，

　　　Ect．　1

　初期の祠1経溝の部分では，（÷）であって，

特に基底部に近く認められ，内壁の部分には認

められない．30時間頃：（十）と」曾加し，42時闇

以降にはGうとなる．大体，ヒ。リン様物質

は聯経管の外縁部には少なく，申間帯に非常に

多く，顯粒：も大である，眼盃にも非常に多く，

（甘）である．

　　　Ect．　II

　初期の祠1経冠は，（∴）で穎粒も比較的微細

であるが，祠1経溝が完全に閉鎖する頃には（÷）

となり，36時闇には（＋）と増加する．一般に

祠聖節原基では（十）であるが，Ect．　IIより

分派する結締織の部分では少な》・．

　　　Ect．　III

　初期には殆んど反応を認めないが，36時聞頃

より（∴）と増加する．その存在は下暦に多く，

表面には認められない．一方被誘導部の水晶

体，下垂体，嗅窩，鮮恥辱の細胞原形質には非

常に多く，（十）である．しかし，水晶体嚢に

おいては，中央部に多く周囲には，それを認め
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なv・．

（第8表）

CHOL」N艮LIKヒδUBδTANC艮

Ec工

　　　Mes．　0

　初期にはEct．1と同程度であって：，36時間

以降には（十）と増加するが，その存在は周辺

に多く中心部には非常に少ない．しかし，54時

間になりMes・0の退化と共に周辺部より減少

する．

　　　Mes．　1

　24時間には1原節全般に（÷）であるが，36時

間以降は（＋）と増加する．皮筋板には醒際が

微細であって，椎板の顯粒は，それより大き

い，しかし．筋板は時間の経過と共に疎髪とな

り，皮板の基底部に穎粒が密集するようにな

る．

　　　Mes．　II

　原節基に認められる時期には，一般に少なく

（÷）程度であって，前腎管において：も少ない．

しかし，原腎管及び原腎等におV・ては非常に多

く，（＋）であって穎粒も熱きV・．

　　　Mes．　III

　初期の血管系は，非常に細胞数も少なく，且

つ，その原形質も菲薄であるため．ヒ。リン檬

物質も殆んど認められないが，36時聞頃，内被

細胞も，その数を増加し，管壁の発達と共に

（÷）程度に増加する．心筋では，30時間頃（÷）

であって，48時闇頃（＋）と増加するが，72時

間迄変化を認めない．叉心外膜をなす部分には

認め難い血球には最初の胚外血島においては

全般的に認め難いが，血管中に遊離するものに

は，ヒ．リン檬物質が存在するものもあるよう

である．

　　　End．

　最：初より多く，（÷）であり穎粒も微細であ

るが，30時聞頃には（十）となり，42時闇以降

には（→二）と増加する，72時闇頃には土弄に面

し顯粒が多い．肝原基，肺原基では（＋）であ

って，全般的に認められる．

　なお胚葉のヒ。リン様物質については，既に

公にせられた種々の細胞内顯粒と鑑別を行って

上記の結果を得たのであるが，しかし，銀穎粒

の証明は今氏の方法では胚葉細胞が全くコロイ

ド様に膨化し，実施不可能であって，その鑑別

は出来ていなV・．

文

1）山田憲：＝：福岡医科大学雑誌第28，4号，

（昭10）．　　　　2）広瀬平次：東京医学羅誌第

43，6号，（昭4，19）．　　　3）大野四郎：禧

城

壁医科大学維逃口20，9号，（昭2）．　　　　4）

服巻勝見3謡圏医科大学維賭弓18，5号，P－564

（昭14）．　　5）今裕：：　日本病理学三々誌第17・

第4章ヘモグロビンについて

　ヘモグロビンはLison法に従い実施し，第9

表の如き結果を得た．

　即ち，胚体が発達した54時間以降のMes．1

及びMes．　IIにお・V・てようやく認められ，

Mes．1におヤ・ては60時間以降増加を認めた．

Mes．　IIIにおいては，心臓の筋暦に（マ）とな

り54時間で（∴）と増加している．血球中には

42時闇以降，血管内に遊離するものにおいて，
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（第9表）

HA田0αLOBIN
24　，劣0　6　　　月　　　　60 エ

艮丁．

@1
●

図E5

HN巨

反応を呈し，次第に増加し60時聞以降では（十）

である．

文 献

1）赤堀四郎：ブミノ酸及び蛋白質共立出版，

（昭22）．　　　　　2）Lison，　L：　Histochimie

．Animale：L．：Lison．　ganthier－Villars，　P－249　Paris

（1936）・

第5章　チト・一ル物質について

　生体内には各種：の．糖蛋白体が含有される．こ

れらは，酸化剤を作用せしめるヒとにより，

一CHO基を生じ，これに亜硫酸フクシンを作

用せしめて呈色反応を得るものである．大原

（1949）は検出される物質は糖蛋白体のみなら

す，その他の未知物質の存在するととを考慮し

てチトー几物質と名付けている．それ故チトー

ル反応を行う場合にはグリコーゲンを固定しな

いような固定液を使用するか，唾液浩化試験を

行うべきである．

　　　実験成績

　Zenker氏固定液を使用する，陽性部は美麗

な紅色を呈する．成績の概略は第10表の如くで

ある．

　　　Ect．　1

　24時闇より（十）であつて，紳経溝及び祠軽：

管の内壁に弧くなつている．チトール物質は72

時間迄増減なく経過するが，48時間以降では脊

髄は脳髄より弱く，特に後角部が減少してい

る。

（第10表）

CYTOL
Ecτ

　　　Ect．　II

　紳経溝が，背面で接着する時期には（→二）で

あつて，その後，脊髄の両側に分離した後は脊

髄後角と同様（＋）と減少する．60時闇頃の棘

経：節原基では更に減少して（÷）となる．

　　　Ect．∵II正

　初期の：祠峰溝及び祠1経冠に近い部分では可成

り張いが，原節に近い部分では（＋）である．

36時間を経過すると，次第に細胞闇が疎になり

（÷）となり，54時間以降では（∴）である．一

方，被誘導部の覗器，聴器，下垂体及び嗅器で

は（10i）として弧い反応を示している．

　　　Mes．　n

　初期にはEct．1より弼い反応を示し（紛

であるが，48時闇を経過して，細胞闇に室胞を

生するようになると急速な減少を示す．との

Mes．0を囲雛して48時間以降弧くフクシンに

染色される細い繊維歌の円倫を認めるようにな

る．しかし，胴尾の関係はやはり尾側において

減少が逞くお・こ．る．

　　　Mes・　1

　原節の分化が明確でなV・時期から（＋）であ

つて，36時聞頃は筋板に張く，椎板は（∴）程
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度であるが，60時間に達すると畠山部に次第に

弧くなり（＋）となって，榊経管及び脊索を囲

緯し，皮板には減少を認める．初期の前腎管は

（十）であるが，36時間頃より原腎管迄，増減

を認めない．

　　　Mes．　III

　体内血管系を観察するに，24時聞では体内，

体外血島共に（÷）である．30時闇を経過する

と動脈壁め細胞は強く呈色し（十）となって，

60時聞以降では（＋）・と増加する．一方心臓の

文

1）日比野進3最新医学，第5，9号，：P－44（昭

25）．　　2）Hotchikiss：Arch・of：Biochem

V・16（194＄）・　　3）大原実・井上和子＝　日

本病理学離々誌，第3831～6（昭24）．　　　4）

内灘細胞は，・と．れと全く同一の傾向であるが，

心筋は初期より（十）で増減を示さな＼へ叉血

球においては，その呈色の強弱は全く不同であ

る．

　　　End．

前帯では初期より（＋）であって増減を認め

ない．叉肝及び肺原基でも同様（＋）である．

前帝以外の卵黄を被う部分では，それより梢ミ

弱い反応を示している．

献

Romeis，　B：T＆schenbuch　der　Mikroskopische

Technik，：P－350（1932）・　　　5）赤堀四郎：

アミノ酸及び蛋白質，：P－538（昭22．

　　　　　　　　　　　　　　　第6章

　グリコーゲンの組織内証明法には種々詳述さ

れているが，ベスト氏カリウムーカルミン染色

法が最も多く用いられている．しかし，大原氏

法によるCytol物質染色法にても証明し得る

ものである．とこでは両者を併行して実験し下

記の如き成績を得た．

　　　実験成績

　第11表の如き成績であった．即ち，

　　　　　　　　（第11表）

グリコ凶ゲンについて

　　　Ect．　1

　24時聞では紳経隆起に近く多量（＋）に認め

られ’，棘経世の底部には比較的少ない．ヒれは

急速な減少傾向を見せ，42時間を経過すると既

に頭部及び胴部に浩失して，尾芽に僅かに認め

られる．その減少の度は祠軽管の基板より次第

に蓋板へと進行するものである．しかし，48時

間の眼盃にはなお痕跡程度に認められるヒとが

ある．　・

　　　Ect．　II

　示申経溝が閉鎖する時期には非常に多く（什）

である。これはEct．1よりも急激な減少を認

め，36時間では（十）となり，42時闇には：（∴）

と減少するが，48時聞には微かに認められる程

度である．帥経節原基には認められない，

　　　Ect．　II工

　：Ect．　IIに近い部分では，初期には非常に多

く認められるが，原節を被う部分では（十）で

ある．48時聞ではやはり減少して認め難くな

る．被誘導部の蕪窩は42時間では（十）である

が，耳蝉の時期には認められない．水晶体は42

し時間頃（十）であるが，72時間には痕跡程度と
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なる．下垂体は，48時間では（＋）であるが，

72時聞には（∴）となっている．嗅窩では72時

闇頃（÷）程度である．

　　　Mes．　0

　24時年頃には中心部に（山）に認められるが，

30時間には殆んど認め難くなる．しかし，尾側

のMes．0においてはなお存在する．とのよう

にして尾側に向って：伸展する部分に存在して，

60時聞手尾芽におや・て，なお・（十）に認められ

る．

　　　Mes．　1

　36時間迄は原節に全く存在しないが，筋板が

分化すると，その部分に出現し始め，筋板の発

達に平行して，その量も増加する．54時間及び

60時闇には筋板全体に認められ，（÷）である．

　　　Mes．　II

　48時聞以降の原腎管に認められ，その管理に

　　　　　　　　　　　　　　　　　文

コ）森優：組織化学の理論と方法，（昭23），南

山堂．　　　2）森優：九大医誌，第6，：P－19

粒子1伏に存在し，非常に歪な＼へ

　　　Mes．　III

初期の体内血島の内被細胞にはグリコーゲン

は認め難いが，36時闇には体内血管壁に（∴）

として認められ，60時闇には（÷）程度に増加

する．一方心筋には初期より多量に認められ，

54時間頃その一日も発達分化し（甘）と増加す

る．

　血球はその血管中に遊離して認められるもの

において確認は困難であるが，グリコーゲンを

有するものもあるらしV・

　　　：End．

　初期には卵黄に接していて，非常に多く存在

するが，前之においては梢ζ少なくなり，36時

聞頃は（＋）となり，48時闇では（＋）と減少す

る．一方肝，肺原基では（＋）程度存在する．

献

（昭17）．　　　3）生田有平：

誌，第28，3号，（昭10）．

　　　　　　　　　　　　　　　　第7章中性脂肪について

　中性脂肪としてはStearin，　Palmiti11，01ei11

等が主要なるものであって，染色法は，川村，

矢崎の「脂肪の一新染色法」に従った．実験の

結果は卵黄に非常に多量の中性脂肪を認められ

たが，胚葉には少量であった．

　　　実験成績

　第12表の如き成績となるが，詳述すれば，

　　　Ect．　1

　初期より祠軽溝の底部に僅かに認められ，30

時聞頃迄（÷）である．36時間より祠1経管の内

腔の基底部に接し多量に認められる．その脂肪

は可成り大きな穎糊犬をなしている．しかし，

示ll軽管の外側縁（縁帯）には全く認められなか

った．

　　　Ect．　II

　初期には（÷）でありて，72時闇迄そのまま

増減を認めす，脂肪穎粒は微小で細胞聞に点微

（第12表）

颪圏医科大学維

f入T

ECT

　皿

　田
図ES．

々として認められる程度である．

　　　Ect．　III

初期より（÷）であって，全般的に認められ
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るが，48時間頃より表在に接した細胞闇に存在

するようになるが，梢ヒ減少の傾向がある．聴

嚢においては内鞘に接して認められG二）であ

る．水晶体嚢には殆んど認められない．

　　　Mes．　0

　初期より全般的に多量で（＋）に認められ，

大きな脂肪球である．42時闇頃より次第に中心

部に密集して，72時間頃には退化する脊索細胞

間の肺胞を充足するように認められる．

　　　Mes．　1

　初期には，原節腔に面した細胞間に認められ

（÷）であるが，皮筋板には平均して中等大の

穎粒として存在する．42時闇以降では皮板細胞

及び野板細胞には殆んど認められないで，筋板

にのみ72時間迄変化なく存在する．

　　　Mes．　II　　　　　　　　　　　　　　．

　前腎では，その周囲の細胞，即ち原節と同程

度に認められ，微細な穎粒であって，72時間三

三増減を認めない．

　　　Mes．　IH

　胚内血島系の内被細胞には殆んど認められな

いが，54時導引の動脈血管壁には内憂に滑って

点々と僅かに（∴）認められるようになる．心

臓入被細胞には痕跡程度であるが，心筋には全

般的に散在して徴少な穎粒として認められ，

（÷）程度である．

　　　E1〕d．

　前腸の内壁をなす細胞闇に多く，腹側壁には

数暦になって認められ，初期には梢ミ少なく

（÷）である．30時闇頃より（＋）となり，42時

聞には（一のと増加する．肝原基は（＋）であ

る．叉卵黄嚢に接する内胚葉にも可成り多量に

認められる．

　その他0．5％OSIniUm酸水溶液にて24時間

固定して比較対照を試みたが，Sudan　IIIより

成績は良好ではなかったが，結果は大体上記¢）

如き傾向を認めた．

丈

1）川村・矢崎：　日本病理学会会誌第23巻，

（1933）．　　　2）森優：組織化学の理論と方

第8章塩

　　　　第1節カルシウムについて

　Caの組織化学的証明法については，岡本氏

法に従った．

　　　実験成績

　その実験成績は別表第．13表である．

　　　Ect．　1

　初期より多量（＋）であるが，54時間を経過

すると（什）に増加する．しかし，脊髄の内壁

及び縁帯には少ない．叉眼盃は脳髄と同一の経

過をとる．

　　　Ect．　II

　三聖冠の時期には非常に多く（十十）であるが，

紳経節原基には梢ζ減少し，54時間には（一ド）

となる．叉，ヒれより分派する結締織において

も減少している．

献

法，（昭23），南山堂，

類

（第13表）

C氏

ECT

Ect．　II王

【207】



208 民 野

　24時間にはく÷）であるが，42時闇には表在

より減少して（∴）となる．54時聞には（〒）と

減少し，72時間には認め難くなる．しかし，水

晶体，聴窩，下垂体，嗅窩等には多く72時間の

水晶体，聴嚢には（＋）であり，下垂体及び嗅

窩は（十）である．

　　　Mes．　0

　24時闇には（十）であるが，48時聞頃には細

胞聞に室胞を生じ（＋）に減少する・72時間頃

は（÷）と更に減少する．しかし，尾側におい

ては減少度が逞れている．

　　　Mes．　1

　原飾では（＋）であるが，皮板，筋板が明瞭

になると（十）と増加し，54時聞以降では皮板

側に多量に認められる．

　　　Mes．　II

　前腎においては（＋）であるが，原腎管が出

現するとG二）と増加している．

　　　Mes．　III

　体内血管系を追求するに，初期の血管壁は

（山）であるが，36時間に（÷），48時聞に（十）

と増加する．心臓の内被細胞では，とれより梢

ヒ少ないようである．心筋は（＋）であって，

54時聞以降（＋）と増加する．

　血球は体外血島に認められるもの，及び体内

血管中に認められるものに潟バこも（十）であ

る．

　　　End．

　前回の部分は初期より（紛であるが、48時

間には（骨）と増加している．なお肝，肺原基

は（十）である．

　叉卵黄嚢に接する内胚葉及び卵黄には多量に

Caの存在を認める．

　　　　第2節　 鉄イヒ合物ほ二つVへて

　鉄化合物は生体内に仮装性鉄化合物並びに非

仮装性鉄化合物として存在し，その組織化学的

証明法も多種多檬である．

　非仮装性鉄化合物は種々の検出法によるも，

12時間迄胚葉中には認め得す，唯微かに卵黄中

にその存在を知るのみである．

　仮装装性鉄化合物は諸種の方法では困難であ

ったが，材料を純アルコール固定とし，ツエロ

イジン包埋後，切片をガラス板に貼画し，臭素

ガスに30分聞曝したる後，ベルリン青反応をな

したる所，細胞申に鉄反応を認め得た．その際

Ect．　III及び：Elld．において僅力〉ながら別表

第14表の如き結果を得た．即ち，Ect．　IIIにお

いて，48時闇以降（∴）であり，Elld．は60時

（第；14表）

聞以降において肝原基に（∴）であった．

　　　　第3節　燐化合物について

　生体内における燐化合物は，ヒれを無機化合

物と有機化合物との2つに分けるヒとが出来

る．無機化合物としてはCa一塩，　Mg一塩，　K一

塩等の塩類となっているが証明困難であった．

有機化合物としては，燐脂質，燐蛋白，核蛋白

質であるが組織を破壊するヒとなしに検出する

ことは困難であったが，serra，　Queiroz－Lopes

の方法に従V・第15表の如き成績を得た．

　　　実験成績

　　　Ect．　1

　初期には（十）であって，36博聞以降，即ち

紳経管を形成する頃（＋）に増加し，72時間迄

増減を認めない．しかし，脊髄においては，60

時間以降，外縁部及び前柱に梢く減少して認め

られる．

　　　Ect．　1【
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、紳三冠は（十）であって，紳経溝の部分と明

確に区別され，54時間頃示中経節原基に認める反

応は（十）と稽ζ減少している．

　　　Ect．　II工

　初期においては（÷）であるが，48時闇以降

（∴）と減少する．しかし，被誘導部の水晶体，

魏i器，下垂体，嗅均等では大体Ect．1と雫行

ずる．

　　　Mes．　0

　初期には（＋）であるが，54時闇を経過する

と細胞の室胞歌になり減少して（＋）となる．

72時聞で（÷）となっている．

　　　Mes．　1

　原節では全般的に（＋）であるが，筋板が分

化すると，その部分に多くなり，皮板外側に減

少して認められるようになる．

　　　Mes．　II

　初期の原節茎はMes．1と同様であるが，原

腎管におや・ては（十）と：噛力口している．

　　　：Mes．　III

　体内血管系を観察するに，初期には一暦の内

曇細胞であって反応も（÷）程度であるが，36

時間頃より（十）となる．心臓の内被細胞にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文

1）森町：組織化学の理論と方法，南山堂，（昭

23）．　　　2）岡本耕造：　日本病理学会会誌，

第35巻，　（昭24）．　　　　　　　　　3）Serra，」．　A．

　　　　　　　　　　　　第9章

　フォスファターゼは，脂肪族，芳香族の燐酸

エステルを加水分解し，燐酸を遊離せしめる一

種：のエステラーゼである．それ故，生体内にお

いては燐酸と関係があり，且つ燐の生物学的意

義にも関聯している．即ち生体内の鉱物，含水

炭素，脂肪，類脂肪，核酸等の代謝に関与し

て，その代謝の旺盛さに比例して増彊するもの

と考え，られてV・：る．

　　第1節アルカリ性フォスファターゼ

　　　実施方法

（第15表）

P
ECL

いても同様であって，心筋は初期より（十）の

反応を呈している．

　血球においては核に張い反応を認めることが

出来る．

　　　End．

　前腸では初期より（÷）でありて，36時聞よ

り（＋）と増加する・叉，肝及び肺原基では

（十）の反応を認める．

献

Q“eimz－Lopes，　A：

111　（1945）．

器官発生期におけるフォスファターゼ

1）ort。　acta」　1）io1・　（A）　1●

　高松の方法を全面的に採用し，固定にも出来

るだけ水を避け，反応時聞は24時間とした．包

埋にはベンゾールを通じて52。C低融点パラブ

インを使用した．標本が非常に小さいため，包

埋時闇は10分内外で充分であり，その後の反応

にも影響を認めなかった．

　　　実験成績

　第16表の成績を得た．

　　　Ect．　1

　初期には反応が著明であって，30時問頃紳経
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溝が閉鎖する迄（」二）である．脳髄では36時聞

頃より（皆）と増加し，そのまま，72時聞迄変

化を認めない．脊髄では54時間以降，前柱の部

分に減少認め（＋）となる．叉，60時間頃には

歩卒にも梢ζ減少の傾向があり（＋）程度であ

る．

　　　Ect．　II

　36時間頃迄は殆んどEct．1と同様であるが，

それ以降は脊髄と同様に減少する．しかし，こ

れより分派する結締織細胞は42時闇以降（＋十）

となるため，祠1経節原基との区別が判然として

いる．それ故全体的にEct．　IIは42時問以降に

おいて増加するものとして図表した．即ち祠｛経

系統のフォスファターゼは細胞が或る程度発達

した後は減少する傾向がある．

（第16表）

ALKu　PHOSPHATASE

ECT．

　　　Ect．　III

　原節を被う部分では，36時間迄は（÷）であ

るが，42時間には（∴）と減少し，72時間には

既に浩失している．しかし，聴窩の発生当時は

（十）であるが48時聞頃嚢1伏になると共に（十）

と増加している．水晶体，下垂体，及び嗅窩等

も発生当時は（＋）であるが，何れも72時間迄

には増加して（十）となる．

　　　Mes．　0

　初期より30時間迄は（十）である．36時間に

なって紳経管の下位に認められる部分では（粁）

と増加する．しかし，54時闇頃には中心部を残

して周辺より減少して行き（＋）となり，60時

聞頃は（÷）と減少し三等に認められるが，72

時間迄には続開する．しかし，60時間頃頭側

が，既に（÷）となっても尾側はなお（＋）程

度であって，発生の進行に等速のあることを意

味するものである．

　　　Mes．　1

　原節が細胞塊として認められる時期は（÷）

であるが，30時間迄に（＋）と増加する．36時

闇頃原節腔の内評側壁が増殖分化して骨節（野

板）が出来始める頃，筋板は（＋）と増加して

ゆく．しかし，椎板は次第にMes．0及びEct。

1の周囲に集積して行き反応も即くなる．その

ため60時闇頃筋板，開板が共に（＋）と増加す

る時，響板は（朴）に増加している．72時闇に

は筋板の細胞は紡錘形になり反応も弱くなり，

（＋）か叉は（÷）程度に減少する．

　　　Mes．　II

　24時間頃，原節茎は（＋）であるが，前腎管

では（＋）であって，大体Mes．1と準行する

が，36時闇以降（什）と張い反応を示すもので

ある。原腎管において：も同様に（什）である．

　　　Mes．　II1

　胚内血管系を申心に観察すると，胚内」血島で

は（＋）であるが，36時聞頃動脈壁が発達する

に従い増加する．ヒれは心内被細胞においても

同様の傾向がある．心筋においては，30時聞頃

（＋）であるが，次第に減少し42時聞で（÷）48

時間は（∴1となって72時聞には志んど認めら

れなくなる．叉，心外膜鷺なす懸疎な結締織の

部分も殆んど反応を呈しない．血球においては

体外血島において（十）であるが，胚内血管申

の血球には殆んど反応を認めなNへしかし，時

には反応陽性のものもあるが不確実でる．

　　　End．

　前腸が形成される頃（÷）であるが，前期形

成後は（＋）あである．そしてそのまま増減を

認めなV・．しかし，肝原基は（＋）となり，肺

原基では前腸と同工（＋）である．
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　　　　第2節　中性域にお・けるフォス

　　　　　　ファターゼ’について

　高松及びGomoriがアルカリ性フォフスァタ

ーゼ，酸性フォスファターゼを組織化学的に証

明してより，その重要性のために種々の実験成

績が発表されてV・る．しかし，中性域（pH　6・2

前後）に海いてもなお，それに好適のフォスフ

ァターゼが存在する．胚葉において次のような

実験方法に従って実施した結果，第17表の如き

成績を得たので報告する．

　　　固定並びに包埋

　材料を冷アセトンにて15時闇固定する．（と

の間2～3回プセトンを交換する）．固定脱：水

された材料はべ：ンゾ・一ルを通して融点50～53。

Cのパラフィンに包埋し，10μの切片とする，

固定より反応迄を出来得るだけ短時闇にしてフ

ォスファターゼの減弱を防止した，その後脱パ

ラはベンゾールを使用し，アセ1・ンを通して，

瞬時蒸溜水にて洗い，そのまま370Cに温めた

基質液に投じ，7時聞反応せしめ，最終過程は
硫イヒ鉛法干て二よ二く＝）ブセ：．

　　　基質液
　a．Michaelis　Bu脆r　30cc・十α一グリセロ燐酸

　　曹達0．3

　b・Mlchae】is　l3uf艶r　30cc＋酪酸鉛0．06＋塩

　　化マグネシウム0．3

　以上a，bの等量混合液（pH　6．2前後）を

基質液とした．

　　　実験成績

　申性域フォスファターゼはアルカリ性及び酸

性フ協スファターゼが共に出現し，叉，鉛の非

常に附着し易いpH．域であるため，対照と比

較しつつ観察する必要がある．一

　　　Ect．　1

　24時間より30時聞迄（十）であって，36時間

以降（＋）と増加する．しかし，脊髄前角にお

いては梢ヒ減少している．特に外縁が淡く見え

る．

　　　Ect．　1工

　大体アルカリ性フォスファターゼと傾向が似

（第17表）

NEUTRAL　RIOSPHATASヒ

Ecエ

口Eδ．

，END

ていて，紳経冠では少なく（＋）であるが，以

後増加して無間節では（工幽）となり，Ect．　II

より分派する結締織細胞でも（＋）となってV・

る．

　　　Ect．　III

　初期より反応は軽微で（マ）程度であるが，

被誘導部の覗器，聴器，，下垂体，嗅事忌では

（十）である．

　　　Mes．　0

　初期には（÷）で，Ect．∫より稻ζ反応が少

なN（が，30時闇には増加し（十）となり，60時

闇より急蓮な減少を示し，72時聞には（∴）程

度である．なお尾側におや・てはやはり減少が遅

れている．

　　　Mes．　1

　原節においては（十）であるが，42時間頃よ

り皮筋板側より三板が彊くなり（十），と増加し，

筋板は60時間以降（÷）と減少している．

　　　Mes．　II

　前腎の時期には（÷）であるが，原腎の時期

には（十）となり，更に（十）と」曾出して行く．

　　　Mes．　III

　体内血島に認められる反応は（÷）であって，

周囲の細胞と区別がつかないが，42時間以降は

（＋）と増加する．心臓の内被細胞も大体同様

の傾向がある．心筋は初期には（＋）であるが，
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48時間以降減少し（＋）てとなり，72時間には

（∴）となっている．．血球におしいては反応が全

く不同で陽性のものも認められる．

　　　End．

　24時三年の前腸では（∴）で僅かに存在を認

めるが，36時間以降（÷）と増加し，72時聞迄

増減を認めなV・．しかし，肝，肺原基のみは

（＋）である。

　　　　第3節酸性フォスファター

　　　　　　　　ゼ’に．つv、て

　この酸性フォスファターゼは植物，細菌，

Aspergillusに多く認められるものとされている

が，難胚にもそれ，を認める～二とが出来，Gomori

の原法に従って実施した．しかし包埋は清水，

有薗の変法を応用しpHは4．7～5．3の基質液

中に37。C　11時間浸漬した．その成績：は第18表

の如くで，

　　　Ect．　1

　24時間頃既に（十）である．そしてEct．　II

との区別は不明瞭であるが，時間の経過と共に

増加して，30時間に（十），36時間には（甘）と

増加する．54時聞以降脳髄に変化を認めないが

脊髄の前柱は明らかに減少する傾向がある．

（第18表）

AC　ID　　PHOSPHATAS艮

ECT，

　　　Ect．　II

　Ect・1と全く平行して増加する．54時聞頃

の祠｛経節原基及びEct・IIより分派する結締織

性細胞にも極めて明瞭に認めら『れるものであ

る．

　　　Ect．　1正1

　原節を被う部分で観察すると，初期では（÷）

である．48時聞より細胞闇が懸疎となるに従い

（∴）の程度迄減少する．Ect．　IIIは，その部

位により非常に差があり，42時間引の水晶体原

基及び聴窩では（十）であるが，72時聞では水

晶体，下垂体，胆嚢及び嗅窩等では（甘）であ

る．その他郷嚢，頭部の表皮は（十）程度であ

る．

　　　Mes．　0

　24時間で（十）となり，30時間に（十），36時

間には1（甘）と増加を認めるが，60時闇セこなる

と減少し始め（＋）となり，72時聞には（＋）と

減少の傾向が著しい．

　，　　Mes．　1

　24時菅野原節腔に面した部分は（＋）である

が，側板では（÷）である．42時間には逸板，

筋群群に（q二》：ξ：増加する．しかし，オ堆i板は（＋）

である．5塒間になると椎板の細胞カミ急速に増

加し，反応も（什）と増加するが，筋板及び皮

板にはそのまま増加を認めないで遺出のみが60

時間頃部分的に併）と増加する．

　　　Mes．　11

　原節i茎は（÷）であるが，30時聞では（十）と

なり，原腎管では（十）と増加し，60時間には

更に（甘）と増加して行く．

　　　Mes．　III

　胚内血管：は初期には，僅かに反応を認め（↓）

であ「るが，36時間頃血管壁の発達と共に反応も

（十．）と増加し，48時聞以降には（→二）となる．

一方心臓内被細胞では，それと亭行ずる．心筋

は30時割干迄（＋）であって，それ以降でも増

加せす72時聞頃には細胞核も不明瞭となり（÷）

と減少する．胚外血島の腔壁は反応が（∴）で

あって：，それに附着する血球原基は（＋）であ

る．しかし後に血管申に遊離するものは．その

反応に差があり（十）のもの及び（マ）のもの

も認める．
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　　　EDd．

初期の前腸は（÷）であって卵黄嚢上に拡が

る部分は（山）である．しかし，30時間には前

文
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ihre　Wirkun琴en．（1936）．

第　3篇

考

　　　　第1節胚域の分化と生化学

　　　　　　　　的物質の浩長

　　　第1項祠側管系外胚葉（Ect．1）

　蛇卵直後の難胚における呑玉経管系外胚葉は，

既に示申経板が紳経：溝を形成し始める時期であ

る．ヒの紳経回の周縁部は祠軽隆起をなしてい

て，正申線に向って移動し，24時間頃より帥経

管を形成する．～二の頭部の脳髄原基は26時間頃

前脳胞，中脳胞を形成し，27時問頃，前脳胞が

側方へ突起を出し眼胞の原基となる．30時聞頃

には中脳の後方に後脳の存在が明らかとなり，

胚体の前牟は紳経管を形成し，最：前端には前脳

孔を残すのみとなる．42時畑島に至ると眼胞は

三々盗れ；相対する表皮組織より水晶体を誘導

する．54時闇頃，前脳は終脳と間脳に分れ，更

に終脳には大脳牛球が出来，68時間頃には大体

成体と同様の脳区分が完成するが唯，広い脳室

を残している．叉との時闇には眼胞は母物を形

成し，覗管を以て間脳に通する．紳経管の初期

の構造は脊側部を蓋板，腹側壁を底板，側壁の

背側部を翼板，腹側部を基礎板と区分すること

が出来る．叉発生の経過と共に側壁が癸達肥厚

し，ヒの：部には造紳経細胞と造紳経膠細胞が存

在する．48時間頃には基礎i板は腹側柱（前柱）

按

を形成し，それより送れて翼板は背側柱（添柱）

を形成する．しかし友白質と白質との区別は72

時間頃では不明瞭である．以上の如き経過をと

る紳経管系外胚葉の組織化学的変化は，他の胚

域と異なる特徴を呈し，別表第19表の如くであ

る．

　即ち，塩基性アミノ酸類，アルギニン，ヒス

チヂン，トリプトフアン等においては発生の初

期より多量に存在し，72時間迄増減を認めな

い．叉覗器の原基は脳部と同様に多量で何ら差

異を認めなV・・

　チロヂンは前記アミノ酸類と多少異なる過程

をとり，36時間頃より増加し始め，60時闇頃に

なると更に張熱するようになるが，外縁部には

少ない．

　フォスファターゼ類は初期より可成り低く存

在し，36時間頃より増加して，それ以降，脳部

では変化を認めないが，54時聞頃より前開部が

多少減少を示し，60時間頃にはそれが明瞭とな

り後配との区分が出来るようになる．

　RNA，有機性燐及びCa塩は大体フォスファ

ターゼと同一傾向を有する．唯RNAは初期よ

り可成り多く，30時闇以降増加していき，60時

聞頃には前項部で減少を示す．ヒ。リン檬物質
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（第19表）

［CTI、　i

コCYδTEIN匠

6BAS　lc

7

8CHOL邑NE『L脈L

］5

コ4

コ5・

」6ALKAロ

コ7N1三UTRAL

　へCID．

は初期より多く，而も榊経溝の内面に多い．30

時聞以降，更に増加し，42時間以降では内暦

（脳室細胞層）に比較的大きな穎粒で存在する．

外縁では穎粒も微小となり，量も少ない．チト

ール物質は初期より多いが，とれも60時間頃迄

は増減を認めす，唯，脊髄前柱において減少を

認める．チステイン及びチスチンは36時闇頃前

脳に始めて認められ，頭部より尾側脊髄に向っ

て次第に傾斜をなしているが，48時聞頃には大

体首尾共に同程度となり，60時間頃には脳部は

更に増加を示し，72時間頃には最：高に達する

が，尾側では増加が騙れて，常に頭側より尾側

に向って：量的の傾斜を示している。グリコーゲ

ンは祠1経論をなす初期には非常に多いが，急速

な減少があり，42時間では殆んど認められな

い．而もその減少は頭側程速く，42時闇の脳部

に全く認められないが，尾膨大に近い部分では

なお，存在する．結局頭側より尾側に向って，

チステイン及びチスチンと全く反対の勾配を示

している．乾性脂肪は初期には幽幽溝の底部に

比較的大きな穎粒で存在するが，36時間以降で

は内書に面した部分に存在するようになり，脊

髄が拡張発達すると自然増加するが，それ以降

増加は認められない．

　　第2節　祠！経晶系外胚葉（Ect・II）

　瀞経由叉は屑li経堤としてEct．1とEct・III

との境界部に発生する部分である．半弓溝が未

だ一斗板の時期には区分が困難であって，鰐卵

16時間以降，瀞油溝が深くなると次第に深くな

ると，その存在が明瞭となり，24時月頃では祠｛

経堤として：区分も確定する．との胚域の一部は

介節的に排列して紳経管の外側に細胞集団を形

成する．ヒれがEct．　IIの内，紳経節原基とな

るものであって，頭正議冠と脊髄祠山冠に区分

される．品品面詰に由来する細胞は4ヵ所に集

積して頭品品節を構成し，脊髄祠軽冠から出る

細胞は分節状に併列し，脊髄の両側に脊髄祠1経

節を形成する．この祠1経冠より祠1経節原基の

（第20表）

ECTn
j　CY6TEINL

8CHoLlNE〕K旦

9

jo

31

コ2

コ5

コ4，

1δ

コ6ALKALl

j7　1…u了RAL
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外，一・部は間葉となり叉色素細胞，副腎髄質，

交感紳経等の原基に分化するが，初期発生より

72時間迄には全く分化が進展していなNへその

間の生化学的物質の変動は第20表の如くであ

る．

　即ち塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂ

ン，トリプトファン等は初期においては，Ect・

1より多量に存在するが，42時聞を経過すると

紳二二は紳経管より分離して，その左右を腹側

に下行して祠ユ経節の形体をとる．との頃，紳経

節の原基は脊髄と同程度に迄減少して72時間頃

には示二二節の内容は著しく繊維性の細胞が多く

なる．しかし，その周囲に分散したEct．　IIよ

り派生する結締織細胞には増減を認めない．チ

ロジンは以上のアミノ酸類と異なり琉t・1よ

り多く存在し，増減を認めない．RNA及び有

機性燐は，初期には何れもEct．1の増加に準

行して同程度に認められ，60時間頃には減少を

来し，Ect．1の前回と同程度になる．フォスフ

ァターゼ類ぽ何れも初期にはEct．1と平行す

るが，36時闇以降増減を示さない．しかし。60

時此頃神経節及びEct．　IIより分派した間充織

性の細胞では梢ζ増加を示す．Caは初期には

Ect．1と同量であるが，54時間頃紳経節原基

において減少している．チトール物質は初期に

昇Ect．1より少ないが，60時間迄は全く増減

を認めす，それ以降紳経節において明瞭に減少

を示している．ヒ。リン様物質はEct．1より

著しく少なく，36時追丁僅かに増加するが，そ

れ以降増減なく，その二二は時間の経過と共に

小さくなっていく．チステイン，チスチンは

Ect．1より少なく，48時間頃祠i経節原基及び

Ect・IIより分派する間充織に認められ，その

増加も少ないが，72時聞頃は間充織の部分に増

加してV・る．グリコーゲンは初期よりEct．1

より著しく多：量であって，紳三二が接着すると

急速に減少する．そして常にEct．1より多量

に存在するが，示申経節となった時期には認めら

れない．それ故，42時間では頭側に少量であっ

ても尾側にはなお・比較的に多く残ってV・て，48

時闇頃には頭尾ともに消失する．Ect・IIより

分派する間充織細胞には初期より認められな

い．中性脂肪は初期にはEct．1と同量である

が非常に少なく，祠1経節原基には殆んど認めら

れす，間充織の部分に僅かに認められて増減し

ない．

　　　第3項表皮系外胚葉（Ect・III）

　表皮系に属する胚域は二丁，成体の体表外皮

並びにこれより誘導される器管を含む胚域であ

る．即ち下垂体前葉，嗅上皮，内耳，水晶体等

の構成にあすかるのであるが，ヒれちは72時聞

迄に誘導されていて，自ら2種の胚域に分けら

れるものである．

　　　第1　表皮

　ヒれは原節を被う部分で観察した．ヒの部分

は，將来成体の背部の表皮となる部分で，初期

及び末期共に異動は少なく，叉他の胚葉からも

影響されることが少ない．初期には表皮は一暦

の丈の低い細胞からなっているが，やがて二等

となり，下層は丈の高V・細胞からなり芽暦と名

付けられる．上町は扁平な細胞であって，周皮

となり，將来の角暦である。この芽暦は42時間

頃より次第に細胞聞が子午となり，丁度室胞を

有するような観を呈する．その生化学的物質は

すべて他の門門に比較して非常に少ない部分で

ある．しかし，72時聞迄の生化学的物質の異動

は第21表の如くである．

　塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂン等

のアミノ酸類は初期には多量であるが，48時間

以降芽暦が粗懸となり急速に減少し，72時聞に

は更に少なくなって，僅かに存在を認める程度

となる．チロヂン，トリプトファンは比較的少

ないのであるが，やはり前記同様の傾向を有

し，表在程減少が著明である．

　アルカリ性及び酸性フォスファターゼは初期

より少量であって，48時聞以降でば更に減少

し，表皮の底部に存在するのみである．中性域

のものは両者に比して更に少なく，終始その存

在を認め得る程度である．RNA及び有機1生燐

は前記フォスファターゼと同欄少量ではある
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（第21表）
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が，48時間以降には芽層が門下となり，細胞原

基質にも乏しく，RNAはそれに手行して減少

して，72時間頃には非常に少ない．しかし，有

機性燐の減少度は著明でない．Caは初期より

比較的少：量であって，とれも42時間以降減少す

る．チステイン及びチスチンは36時間頃より微

かに認められ，72時間になって始めて表皮の底

部に確認出来るようになる．中性脂肪は初期に

は比較的多く中等度の顯粒であるが，48時聞頃

になると微細な穎粒となって不際減少し，表在

の近くに認められる．有機性鉄は48時間頃，表

皮の底部に僅かに存在を認めるようになるが，

特異的なものでない．

　第2　表皮より誘導を受けて他の器官の構成

にあすかる：部分．

　頭部においては水晶体原基が36時間頃より眼

胞に誘導されて生じ，24時間頃には水晶体板と

なり，更に48時聞では門門に向つで水晶体窩を

形成し，次第に嚢歌となり，54時間頃には途に

Ect．　IIIとの連絡が浩失して水晶体嚢9となり，

平内に向って充実するようになる．聴器の原基

’は33時聞頃誘導され，54時聞頃水晶体の場合と

同国絞断されて錦嚢を形成し迷路の上皮成分が

発生する．これは菱脳の側：方に位する．下垂体

原基は46時間に第；一次口腔の天蓋から予州に向

って陥窩をつくり，下垂体嚢が形成される．と

れが時間の経過と共に，釜：々延長して独沙とな

り，72時間頃には嚢歌となる，叉54時聞頃には

前頭突起の両側で表皮が肥厚する．これを平板

という．これが陥波して嗅窩を形成し，後には

鼻嚢となっていくものである．しかし，水晶体

を除いて，他は72時間迄に非常に未分化の期で

あるが，i基質はI　Ect．　HIと趣を異にし，　Ect．1

に近似的である．

　塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂン，

チロジン，チトール及びトリプトファン等は蕪

窩及び水晶体原基において36時闇迄Ect．1と

同一であって，非常に多く72時間迄増減を示さ

なV・が，唯チ・ジンのみは増加の傾向がある．

ヒれは叉，下垂体嚢及び嗅窩におV・ても全く

Ect．1に近似する．チステイン及びチスチン

は水晶坐板及び早馬において36時闇頃既に認め

られるが，表皮では未だ認められない．しか

し，榊経管より少量であって，42，48時闇と増

力口していき，60時聞頃には水晶体嚢，聴嚢は

Ett．1と同程度となる．下垂体嚢，嗅窩等；も54

時闇頃Ect．1と同程度になって増減を認めな

い．フォスファターゼ類は・i聴窩，水晶体板，下

垂体嚢，嗅窩等の発生する初期にはEct．1よ

り梢ミ少ないが，時聞の経過と共にEct．1と

同程度迄に増加する．

　RNA及び有機地貸は水晶体板及び聴窩にお

V・て脳部より梢ζ少ないが，72時間では全く同

一となり，フォスファターゼ類と似てV・る．Ca

は水晶体板及び聴平等ではEct．1と同程度で

あるが，それ以降増減を認めす，叉下垂体嚢及

び下窩等はEct．1より少なくEct．1の増加

と準行せす変化しない．グリコー・ゲンは聴窩に

おいては42時間頃のEct．1より多いが，次第
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に減少して，i聴嚢では痕跡程度となっている．

しかし水晶体板ではEct・III．に似てV・るが，

とれも水晶体嚢に発育すると殆んど認められな

い．嗅窩及び下垂体嚢では微かに認められる程

度であち．ヒ。リン杁物質は聴窩及び水晶体に

おいてEct．1と同程度に多く認められるが，

微細な穎粒であって水晶体嚢ではその中心部に

集合して認あられ周辺には認められなくなる．

下垂体及び嗅器においてはEct。1より著しく

少なく，且つ穎粒も微細であって増加の傾向は

認められなV・．中性脂肪は聴窩の壁に大きな穎

粒として存在し，後に聴胞の内壁に附着する．

その他水晶体及び下垂体，嗅丁丁にも微かに痕

跡程度が認められる．

　　　　第4項脊索中胚葉（Mes．0）

　発生の初期に原始結節より外胚葉と内胚葉の

間に脊索板が形成され，焼野16時闇頃ヒこ正中線

において脊索原基となるものである．しかし原

始結節より尾側においては二次的に発育延長す

るものであって，それ迄榊経管及び尾腸と癒合

して尾蕾（尾芽）を形成している．60時間には

とれが尾端迄明確に区別されるようになる．叉

脊索は一時的な原始器管であって，胎生期中に

大部分溝失するものであるが，発生分化の誘導

系の主位をしめるものとして：，その意義は深

く，従って脊索細胞内の生イし学的変化は発生学

上最も興味深いものといえるであろう．初期の

脊索は全長を通じ殆んど同じ大きさを有する細

胞索であるが，48時間頃頭側より次第に退行性

変化を来す一方，尾側では，なお尾端に向って：

新生延長を認め，60時間を経過し，72時聞に至

る迄には大体尾端迄退化するものである．その

構造は網1伏叉は索ナ伏に認められ，一：部は將来椎

間門申に残存し，髄核となるものである．それ

故旧化学的物質もその初期と末期とは，夫々：量

的に著明な変化を認めるもので第22表の如きも

のであった、

　塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂン，

チロジン，トリプトファンは初期には全くEct．

1と同様であるが，発育伸展と共に尾側に向つ

（第22表）
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24　ろ0　56　収　48　《5蒔　60　72

て量的のi変化は認められない．48時聞以降には

頭側より減少を認め，72時闇以降には尾側迄減

少するようになる．RNAはEct．1がその初

期に増加傾向を示すと全く同様に増加し，諦経

管の下位にある部分に多く，その尾側の祠1経回

の下位にあたる部分には少ない．しかし36時聞

では首尾共に基質は平均するようになるが，48

時聞以降では頭側より減少し始め，72時間には

尾端迄減少を来すものである．とれと同じ傾向

を有するものは，チ1・一ル物質，有機性燐，フ

ォスファターゼ類Ca，ヒ。リン檬物質等で

ある．チステイン，チスチンは36時聞頃始めて

頭側より出現し，首尾の傾斜が著明であって，

60時聞頃首尾共に同程度の反応を示す．そして

72時闇には頭側より減少を認めるものである，

グリコーゲンは24時間頃頭側の既に完成した脊

索では全く認められないが，尾端の細胞分化の

旺盛な部分には非常に多く認められ60時闇頃で

竜尾端の脊索細胞に認められ，完成と共に全般
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的に浩失する．従って細胞活動と密接な関係を

有するように思われる．申性脂肪は初期には，

脊索細胞全般に平均して中等度の顯粒として存

在するが，42時間には中心＝部に集まり脊索細胞

の退行に平行して，その室胞を満すが如き形態

をと窮大きな脂肪顯粒として認められるよう

になる．

　　第5項中胚葉節系中胚葉（Mes．1）

　その発生の初めは脊索板から起る細胞増殖で

あって，との細胞塊は脊索の両側に向って外胚

葉と内胚葉との聞を翼歌に延びて闇もなく脊索

板から分離し，左右一対の脊椎板となる．21時

間頃には，との脊索に近い脊椎板の内側縁は速

に細胞増殖によって肥厚し，更に規則正しく一

定の聞隔を舞いて横溝が出来て原飾を形成する

ものである．24時聞頃は第一原節より首側へ三

対発生する．そして軍側より尾側へ向って形成

されていく．叉時間の経過と共に原節の中心部

に小腔が生じ，腔の内腹側壁の細胞がほぐれて

ととより脱出し，脊索及び乖巾経管の周囲に延

び，玉来，・骨細胞を形成する推；板が出来る．一

方，後に残った原節の上皮性の壁は互に接着

し，その内側壁の細胞群が前後の：方向に並び筋

板を形成し，42時聞耳側壁を占める細胞群は皮

膚外胚葉の下に拡がって筋板，皮下の別が出来

る．とれが次第に分化発育して54時闇になると：

解櫛，笏板及び椎板としての特長が明瞭となる

もので生化学的物質の変化も，夫々の特長を有

するようになる．それは附表第23表の如くであ

る．

　アルギニン，ヒスチヂン，塩基性アミノ酸，

トリブトファン等は初期に原節全般に認めら

れ，36時間では筋板側に多くなり，54時間以降

では筋板及び皮板の底部に多く，椎板ではそれ

以†の量で認められる．しかし，チロジンは初

期より増加の傾向があって，筋野寺に増加し宅

行くが，54時間以降では椎板にも筋板と同程度

に強V・反応を見せる．

　RNAも増加を示すが，その程度は張くなく，

皮板の底部及び筋板に多く，54時聞以降では椎

（第23表）
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板にも同程度に認められる．チトール物質は初

期より筋板に多く認められるが，54時間以降で

は椎板に多くなる．フォスファターゼ類は初期

には何れも筋板に増加の傾向を認めるが，中性

及びアルカリ性フォスファターゼではそれが著

明である．一方，酸性フォスファターゼでは梢

ζ逞れるが，54時闇以降では一般にフォスファ

ターゼは筋板に減少を認める．ヒョリン様物質

は初期には微小な顯粒で，比較的粗懸に存在す

るが，42時間以降では画板側に穎粒が密集し，

増加するが，筋板及び画板では穎粒が微小で，

54時間後減少する．有機1生白はブォスファター

ゼと同様に椎板に多いが，筋板とは大差を認め

ない．グリコーゲンは36時間頃には微小な穎粒

となって筋板に認められ，次第に増加して，60

時闇以降では大きな穎粒として認められ，皮

板，椎板には全く存在しない．チスティン，チ

スチンは原節腔の内壁に42時聞頃認められ，椎

板の形成が進行すると共に，その部に増加して
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行き筋板及び墨型における増加はそれに生れて

いる．Caは初期より多く，原節全般に認めら

れ，皮，筋板側に増加の傾向を認めるが，54時

聞以降では皮板に多くなって，筋及び鋼板では

それより梢ヒ少ないようである．ヘモグロビン

は筋細胞が細長く筋繊維の形態に発達した54時

間頃僅かに認められる．中性脂肪は初め原節腔

に面して大きな穎粒で存在するが，後には皮，

筋板側に移行し，微細な顯粒となって認めら

れ，全般的に増減しないようである．

　　　第6項　腎節系中胚葉（Mes・II）

　尿生殖器の発生は原節形成の直後．外側方の

側板と短い細胞索（原節茎）で結合している．

との原墨隈より紅隈組織が発生するもので，鰐

革30時聞頃，首側に前腎を生じ，それより摩れ

て前腎の尾側に48時聞頃原腎が発生する．叉そ

の尾側に時間的には更に憐れて後腎が発生す

る．前腎は全く痕跡的発育に止まり消失してい

き，72時間迄に認められるのは原腎発生の塗筆

迄である．却ち原節茎が首側において小管を造

って分離し，首尾の：方向に癒合縦走して左右一

対の前腎管を形成し，胸部を越えて尾側へと延

びて行くが，首側の前腎管は前腎の退化と共に

溝失し，胸部より尾側に至る前腎管は原腎管と

して後まで残るものである．46時間頃の原腎は

充実性の球形細胞集団であって，間もなく内鰐

を生じて原腎管に開口する．叉との原腎管は尾

側へと延長して，60時闇頃途に群々の腹壁に達

するようになる．このようにして首邑及び尾側

の発生時期に三韓があるため，一律に述べるこ

とは出来ないが，原基が同一である故に胸部の

ものを中心として生化学的物質の変化を観し

た．その発展の模様は第24表の如き変化であ
る．

　塩基性アミノ酸，アノ1ギニン，ヒスチヂン，

トリプトファン等は原節と同程度で且つ72時今

迄増減を認めな》・が，チロヂンは36時間頃より

増加して，原腎管が発達する60時聞頃より最大

量を示している．

　チトール物質は前腎管が尾側へと伸長する36

（第24表）
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時一頃より増加して最大値を示し，原腎管に誇

いては増減を示さない．RNAは発生の初期に

は原節以下の存在であるが，30時間頃増加し，

48時聞匠は一層増加している．これと同様の傾

向を示すものに有機性燐があって，R：NAとの

蘭に意義を有する．フォスファターゼ類は前腎

管及びその後の原腎管と次第に増量して，酸性

域のものがその発達の経過と帰を一にし，中性

及びアルカリ性域のものが他の原基の反応に比

較して多いヒとが特長である．ヒ。リン様物質

は前腎管にお・いては内飾と同程度で，原腎管で

は明らかに増加して大きな穎粒を認める．チス
　　　　　　　　い
テイン，チスチンは原節には42時幽幽認められ

るが1前腎管では痕跡程度である．原腎管では

確認出来，60時台臨には可成り増加している．

グウコーゲンは48時闇頃原腎管に微細な顯粒と

して痕跡程度存在する．中性脂肪については，、

その初期から原節茎の細胞守門に認められ，微

小の顯粒が全般的に且つ，初期より72時間迄増
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減なく認められる．ヘモグロビンは原腎ヒこ微か

に反応を示している．Caは原節と全く同様で

可成りの量に存在し，原腎形成時より増加を示

している．

　　　第7項側板系中胚葉（Mes．　HI）

　申胚葉匪の脈管系の細胞及び器管は，側板よ

り生する．この側板の分化は原節と異なり，分

節しないで外胚葉剣及び内胚葉側との二葉に分

離して：，体壁申胚葉及び胃壁中胚葉となる．と．

の臓壁中胚葉と内胚葉との聞に艀卵20時聞頃両

側に心臓原基（即ち原始大動脈）と血管原基（背

側大動脈，膀：静脈）とが発生する，丁度ヒれは

第一原節が出現する時期であった．しかしとれ

より先に胚体外におV・て卵黄嚢を被う内胚葉と

申胚葉との聞に扁李な内被細胞の管腔と原始血

球とが形成されるようになる．これらを血島と

いい，ヒの血島が互に蓮続して血管網を作り，

胚体内の血管原基と数個所で接続し，血管系を

構成するようになる，～二のように胚体内と胚体

外との1血管系が連絡すると，27時殉難には左右

の心臓原基は正中線で癒合し，心臓を形成す

る．そして72時間迄には心房，心室が完成され

る．血管系はこのように胚葉性の血管より形成

せられるものもあるが，：跨るものは退化し，：叉

大多数は將来，毛細血管叢より発生するもので

ある．とのようにして脈管系は国難にして，軍

一の観察は不可能であるが，大体，動脈性の血

管を主とし，心臓及び血球の発育はこれに附随

せしめて観察した．．血管系は最初，非常に原形

質の少ない一対の内戦細胞よりなるが，42時間

頃よりその周囲に筋層が未熟ながら発達してい

く．以上の如き経過をとる血管系の生化学的物

質は下図第25表の如き変化であった．

　塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂン，

トリプトファン等は初期の内被細胞中には比較

的に少ないが，36時聞頃より42時聞頃迄に内被

細胞並びに血管壁の発達と共に増加するが，そ

れ以後には著明な増加は認められない．心臓で

ほ30時聞頃，既に42時間頃の血管壁と同程度に

増加していて，それ以降では増加は認められ

（第25表）
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　Ac量D

す，血球には中等度に反応を示してV・る，フォ

スファターゼ類は何れも内被細胞にあって：は初

期より比較的多く認められる．～これは心臓内被

細胞におや・ても同檬であって，42時闇より共に

増加している．心筋では初期の心臓形成時に認

められるが，54時間以降心筋の発達と逆に著し

く減少する．血球は初期には陽性であるが，42

時間以降血管中におや・ては陽性のもの，或いは

陰性のものが認められる．RNAについては全

くフォスファターゼ類と同様の傾向が認めら

れ，胚外血島の内被細胞には比較的少なV・．36

時間頃より次第に増量する．心筋では増加せ

す，54時聞ではむしろ減少する．血球では原形

質内に認められるが，量的には全く不同であ

る．

　有機性燐舜心臓内学細胞及び血管ではRNA

と同様であるが，心筋ではRNAの如く減少せ

す，72時間迄増減を認めない．Caは血管内被
　　　　　　　　　　　．＿　　　　ゲ舞・懸　　　噌聯雛働幽副

細胞には比較的少なく，そのまま増加しない
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が，血管壁及び心筋では増加して行く．血球に

は初期より多量に存在して：増加しなV・．グリコ

ーゲンは血管内被細胞には認められす，管壁に

42時闇以降微かに認められる．心筋では心臓形

成と伺時に多量に存在し，心筋の発達と共に増

加する．血球におV・ては全く不定であり，陽性

のものも認められる．ヒョリン檬物質は血管及

び心臓内被細胞には認められない．血管壁には

36時間以降微細な穎粒として認められる．唯心

筋には42時聞頃より存在し，54時間以降明瞭に

増加する．中性脂肪は血管及び心臓内幸細胞に

存在しない．唯36時間以降血管壁及び心筋に微

細な穎懸歌をなして存在するが，非常に少な

い．血球には認められない．ヘモグロビンは42

時闇以降血管中の血球に認められ急速に増加す

る．同時に血管壁及び心筋に微かに認められる

ようになる．チステイン及びチスチンは血管及

び心臓内被細胞には認めなV・が，血管壁及び心

筋に認められ次第に増加する。血球にも中等度

存在する．チトール物質は初期より少量ながら

認められ，60時間頃最大となる．心筋では初期

より可成り多いが，そのまま増減しない．血球

にも認められる．

　　　　　第8項内胚葉（End．）

卿内胚葉は卵黄導爆延しているが2塒群
峰1イ固の腸窩を形成し，次第に胚守内に陥ズし

て前腸を形成する．前腸は首側に向い紳経管と

平行して管ナ伏となるが，腹側尾端は卵黄嚢を薄

く被うている．との腹側尾端の卵黄嚢に通する．

部秀潅前腸門と名附け，時間の経過と共に胚体

の中央に向って移動する，一・方54時間頃には，

尾側にも尾側腸窩が出来て前者と同様後腸を形

成し，その尾側腸門は次第に首側里門に接近

し，趣には聖体中央において卵黄嚢に通する管

を形成する．即ち，前腸及び後学は卵黄嚢の一

部を胚体内に舞歌にとり入れたものである．

　前腸の首側端は町端であるが，それに相対す

る外i胚葉（Ect．　III）は：陥波し，口開を形成し，

前腸と接して頬咽頭膜となる．一：方図腸の尾端

は同様にして肛門窩を形成する．～二の頬咽頭膜

が前腸に破れ，第一次口腔となり，これに続く

部分は46時間頃拡張して’両側壁に各々4個の嚢

を有する鮒嚢（鰐腸）となり，次に浩化管が続

くようになる。首回腸門の腹側壁に肝窩が生

じ，心臓と内胚葉との間にある胎生結締織即ち

前肝の申に浸入し，弔歌となり，68時間頃には

明確な肝原基を形成する．叉反対側の背側壁に

膨隆が生じ，膵原基が形成される．肺原基は鰐

嚢に続く前腸壁に細胞隆起が出来，腹尾側に向

って懸垂し嚢状となり，終端は2個の膨出を形

成して，72時間頃第一次肺小躍となる．以上の

如く，内胚葉の分化は多岐であるが，72時聞迄

は，各々の原基は未だ分化の初期にあるため，

前腸の生化学的物質の変動を主として観察し

た．その結果は第26表の如くである．

　　　　　　　　（第26表）
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　塩基性アミノ酸，アルギニン，ヒスチヂン，

トリプトファン等は多量にあり，初期よりその

まま増減せす，肝及び肺原基等は何れも前腸と

同様多量に存在する．チロデンは初期には前者
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より梢ヒ少なく，36時南国増加するが，それ以

降増減を認めす，その他の原基におや・ても同様

である．フォスファターゼ類は初期には非常に

少ない．そして30時間増加するが，それ以降72

時聞迄増加を認めなV・．しかし，肝，肺原基で

は前腸より多量に認められる．RNAは神経管

より遙かに少量であって，42時聞頃より僅かに

増加する．有機性燐は大体RNAと平行してい

て，36時闇頃増加するが，それ以後72時闇迄変

化がなV・．肺，肝原基には多量に存在する．チ

トール物質ぼ初期より比較的に多く，そのまま

増加しなV・が，肝原基には多い．チステイン，

チスチンは42時間頃初めて微かに認められ，

48時闇以降に始めて明瞭となり，60時聞頃より

増加して行く．叉肝及び肺原基においても増加

する．ヒョリン檬物質は初期より可成り存在す

るが，42時間頃増加してそのまま72時聞迄増減

しなV・．肝原基には非常に多く，大きな雨粒を・

認める．肺原基ではとれに比して少量である．

グリコーゲンは卵黄嚢に非常に多く，従ってと

れに接する内胚葉にも多量に存在する．しか

し，．腸管においては次第に減少の傾向がある．

肝及び肺原基には前事より多：量に存在する．Ca

は初期より比較的多く，48時間より梢ζ増加す

る．肝原基では前腸より梢受少ない．中性脂肪

は初期より腸管の内面に接して存在し，42時聞

以降梢ヒ増加を認める．肝原基，肺原基では少

なく，且つ微小顯粒である．有機早発は60時間

頃肝原基に微かに認められる．

　　　　第2節　生化学的物質の頭尾

　　　　　　　軸勾配について

　前開1飾においては背腹軸の勾配を綜合的に

述べたが，胚葉の頭尾軸においても分化の馬廻

により，生化学的活動面の勾配が認められる．

その著明なものとしては，紳経管理外胚葉及び

脊索中胚葉である．

　　第1項紳経管系外胚葉の初期勾配
ひ紳経管系外胚葉において，或る明解耳聞に頭

部と尾部を比較するに下表第27の如き結果を得

元．即ちチステイン，チスチンは42時間頃頭部

に：拾V・て（十）であるが，胴部，尾部と逐次減

少して，尾部では僅かに（↑）．となっている．

RNAは30時間頃頭部が祠1経管を構成し，胴部

以下が未だ祠1経溝をなしている時期には頭部に

多く，尾部には少ない。即ち紳経管を構成した

部分に増加することを意味するものであって，

との傾向はヒョリン檬物質，チトール物質，有

機性燐及びフォスファターゼ類においても認め

られるものである．

（第27表）

lEcエ1

ユ42（噺司）

　グリコーゲンについては上記と全く異なり，

剃1経溝より榊経管を形成せんとする時期に多

く，紳経管となれば叉逐次減少するもので，頭

部の紳経管には少なく，尾側の田均経溝には多く

認められる．即ち分化活動の著しい部分に多V・

ヒとを意味するものである．

　中期以降におv・ては頭部は造形様式及び位置

的関係からして，それ自身伸長する～二となく求

心的に分化し，組織化学的にも胴，尾部と異な

り比較するヒとは出来なV・．叉その他の祠1経験

系外胚葉及び表皮系外胚葉におv・ては位置的に

特殊であり，基質の増減にも差が少ないため，

多少の勾配は認め得るが，大体，神経管系外胚

葉と同筆の傾洵を示している．

　　第2項脊索中胚葉の初期について
　　げ
　脊索中胚葉の初期のものは第28表の如くであ

る．
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（第28表）
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　即ち，その発生分化の誘導系として，最も特

長を有し，前者に比し勾配も非常に著明であ

る．チステイン，チスチンは頭側において（÷）

として認められるが，尾側の二二溝の部分にお

いては殆んど認められない．叉，IRNAヒョリ

ン檬物質乳チトール物質，有機性燐，フォスフ

ァターゼi類については30時問頃頭側紳経管の下

位に認められる部分では増加を示しているが，

尾側祐経溝の下位の部分ではなお，増加は認め

られない．

　　　　第3項脊索中胚葉後期の勾

　　　　　　　　配について

　60時闇以降の後期に至り，脊索中胚葉が頭側

より次第に退行性変化を示す時期には，頭尾軸

に滑って第29表の如き傾斜を生するものであ

る．即ち，頭側において脊索の諸物質が著明な

減少を来すに拘わらす，尾芽の近くではなお，

可成りの量に生化学的物質が存在する．

（第29表）
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　しかし72時半には，頭，尾側共に亭均に退行

して，この勾配は殆んど認められなくなるが，

チスティン，チスチンはその発現が非常に逞く

なるためか，60時間におV・てもなお，頭側に多

く，例外的な反応である．

第　4篇‘

結

　動物発生組織分化は胚体の・場における誘導系

と反応系との相互に生する生化学的物質分化

が，組織の形態分化に其象化するものと考えら

れている．とれに関し，最も解明され易い両棲

類を材料として，山田は培養実験により，井上

は組織化学的検索に基いて考察している．

　山田は，両棲類の初期祠軽胚について，外植

実験を行った。その際Mes．0（脊索中胚葉）を

論

共存させて誘導させるか否かにより次の事実を

明らかにした．（1939）

　　　　　　Mes．0　存

　　　　予定Ect．　III→Ect．　II

　　　　予定Ect．　IbEct．　1

　　　　予定Mes．　I　II→Mes．　II

　　　　予定Mes．　II＿Mes．　I

　　　　　　Mes．　0　否
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　　　　予定Ect．　II→Ect．　III

　　　　予定Ect．　1→Ect．　II

　　　　予定M『s．II→Mes．　III

　　，　予定Mes．　1→Mes．　H

　この実験結果は；初期祠1経胚においては，

Mes・0は外胚葉，中胚葉，夫々におV・て，　III

をIIに，IIを1に，即ち，背：方化する誘導能を

もつ～二とを示している．且つ叉，胚体内から取

り出してお・くときには，HがIIIに，1がIIに，

即ち，腹方化してしまうととを示している．な

お，井上が両棲類胚について組織化学的に検索

した結果においても同様に胚葉内の各誌域は最

初，0，1，II，　IHと共通な生化学的物質分布1伏

態から出発しているが，0に近いもの程，基質

並びに酵素系の転換度が高くなっており，且

つ，その転換度の高度のものは，その歌態に達

する時期迄に必らす度の低い尾蕾期のIIIに類

似の歌態を得て次の時期には尾蕾期のIIに類似

の物質分布一且を得るという順で転換して：行く

ものである．即ち，

　　　Ect．　III→Ect．　H→Ect．　I

　　　Mes．　III→Mes．　II→Mes．1→Mes．0

なる立体的，且つ，時間的な転換機序の存在を

明らかにしている．

　両棲類と同じく調整卵である難胚について行

（第30表）
初期一中期の駅鰹卜勉．1と同嫌な調

後期諸乙　・’着　　 15量

った私の組織化学的所見は，大約，第30表の如

く総括することが出来よう．

　ヒれに時間的勾配をも併せ考慮すれば，時明

的，室間的勾配の上に，両棲類と同じような一

定の機序を認め得るものである．しかし，難胚

は，盤割のため卵黄は別に卵嚢内に存在し，～ニ

ヒから器管発生に必要な素材が供給されるの

で，両棲類のように，各帯域の組織中に含まれ

る卵黄穎粒の量は非常に少ない点を老増してお・

く必要がある．

　先ず申胚葉において

　　　艀卵30時間迄を…………（1）期

　　　艀卵31時間～36時閥迄を（2）期

　　　艀卵37時聞～48時間迄を（3）期

　　　艀卵49時間～72時間迄を（4）期

として見ると，Mes．　III（側板系申胚葉）・は，

（1）～（4）期迄の間に徐々に諸物質が増加し

て（4）期では，トリプトファン，ビスチジン，

アルギニン，：塩基性アミノ酸，チF一ル，ヒ。

リン様物質の他に申等度のフォスファターゼ類

及び中等度のチステイン，ヲスチン，チロジ

ン，RNA等；をもつようになり，グリコPゲン，

ヘモグロビンはMes．　IIIにおN（て特異的であ

る．

　次にMes．　II（腎理系中胚葉）を見ると，（1）

　　　　　　　　　　期～（3）期迄の間に

　　　　　　　　　　Mes．　III（4）期唇類似
評

＿NαD

　　　　　　　　　　ノ

ニ撫…《i

か，RNA．三一δり．α．P・増ク・，他・・

　　ス　　！　に　在　　　　　＿ゆM副

妊P敵R磁一F・増和・乃・．伽四

一＿＿＿＿」判（班
一L　　　　一＿凹鉱皿
　　　の強　　　一の　加他は不　＿．［：砿．

毎必P㎜・P㏄乏・Pの強u鋼L．他ほ
∠　　重　　’　　　ワ　’」　　　　　　　　　＿＿→E：ct皿

毎掘コ袖A呼BAんτωtの3里庖

一B撚→←（｝伽乃鴻：Hω磁→←鮫葉分イし

の歌態に到達し，（4）期

に入ると悪いフォスファ

ターゼの活性，チロジン

の彊存が目立ち，グリコ

ーゲン，ヘモグロビンは

非常に少なくなる．トリ

プトファン．塩基性アミ

ノ酸，ヒスチヂン，アル

ギニンは変化なく多い．

　Mes．1（中胚葉節系中

胚葉）では（1）～（2）期

聞に，Mes．　IIIの（1）～

（4）期に類似の転換を示
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し，（3）期ではのMes．　II（4）期にi類似の歌

態に入る．次に（4）期に至ると，チステイン，

チスチ’，RNA，　Ca有機性燐の張存が特異的

である。トリプトファン．塩基性アミノ酸，ヒ

スチヂン，アルギニン，チトール，フォスファ

ターゼ類は，Mes・1【と同様である・

　Mcs．0（脊索中胚葉）は，（1）期にMes・III

の（4）期に類似の状態，（2）期にMes．　IIの

（4）期に類似の散態，（3）期にMes．1の（4）

期に類似の三態を経過して，（4）期に至ると，

チロジン，トリプトファン．塩基性アミノ酸，

ヒスチヂン，アルギニン，RNA，ヒョリン様物

質1ゲチトール，Ca，有機性燐，フォスファター

ゼ類は一斉に減少する．唯，脂肪のみが，室胞

化したMes．0の中に強存しているに過ぎな

い．以上の結果より，高高の中胚葉に明らかな，

　Mes．　I　H→Mes．　II→Mes．1→Mes．0なる

関連性と，時間的，且つ，室間的な濃度勾配の

存在を示し得たものである．ヒれを図に示せ

ば，第31表のようになるであろう．

（第31表）
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三月飾刀期脊生の中胚葉伽L＆程

Mes．0（脊索申胚葉）

Mes・1（中胚葉節系申胚葉）

　Mes．　II（腎節系申胚葉）

　Mes、．　III（側板系中胚葉）の歌態を示す．叉

外胚葉でも同様に胚域聞の勾配を認め得る．即

ち，分化の度の最も低V・Ect．　III（表皮系外胚

葉）では，トリプトファン，チロジン，塩基性

アミノ酸，ヒスチヂン，アルギニン，RNA，チ

トール，グリコーゲン，脂肪，Ca，，有機性一等

の基質は減少するのみであり，且つ，ラォスフ

ァタPゼの活性も非常に弱V、．

　Ect．　II（祠1経回系外胚葉）では，フォスファ

ターゼの活性が，（2）時以降更に強くなり．叉

チロジンが祠軽胚期以降，特に濃厚である．ト

リプトファン，塩基性アミノ酸，ヒスチヂン，

アルギニン，RNA，チトール，カルシウム，；有

機性燐等の基質は（2）期迄は強存しているが，

その後減少する．叉一方ではチステイン，チス

チンは中等度に増伽して来る．これらの所見は

Ect．　IIがEct．　IIIと，　ii欠に述べるEct．1と

の中断的過程にあるヒとを示すものである．

　Ect．1（祠軽管系外胚葉）は，分化の度が最：

も高く，基質並びに酵素系がEct．　IIより更に

彊存している．即ち，トリプトファン，塩基性

アミノ酸，ヒスチヂン，アルギニン，チト・一ル

等は共に24時間～72時聞に至る迄減少すること

　　　　　（第32表）

⑤cto㎏rm．
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なく強存する．叉，RNA，ヒョリン様物質，中性

脂肪，Ca等；は増加する．一方36時間以降チス

テイン，チスチンの増加も著しい．とれらを図

示すれば第32表のように表するととが出来る．

　かくて難胚についても，両棲類におけるが如

く，外胚葉並びに申胚葉に代謝転換に関する秩

序的な時聞的勾配を認め得た．

　以上よりして下等脊椎動物発生と，高等脊椎

動物発生との間には共通な生化学的物質の転換

を指摘することが出来，一般に組織分化並びに

各器官形成の主義的因子を決定する上に，重要

な意義を有するものと思考される．

　稿を終るに当り，終始御指導，御鞭握下さいました

石川教授，並びに御援助下さいました，日本曹達株式

会肚附属病院の各位に対し心から感謝致します・

け

【226】
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